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左から植松さん、田中さん、松本市長

左から平石さん、植松さん、深山さん、松本市長

まちの話題まちの話題まちの話題
Focus in 南島原

入江  チドリさん（深江町）
大正８年９月27日生まれ

いつまでもお元気で
～100歳おめでとうございます～

大平  フジヨさん（布津町）
大正８年10月６日生まれ

菅原  フクヱさん（口之津町）
大正８年10月10日生まれ

　９月20日から26日までの動物愛護週間に
合わせ、島原獣医師会が島原半島３市の長寿
犬の表彰を行いました。市内の長寿犬として、
口之津町在住の永田晴雄さんの飼い犬「ラン」
が表彰されました。ランは17歳で、人間に
換算すると98歳にもなるとのことです。
　これからも、仲良く共にお過ごしください。

永田さん家のランが
長寿犬表彰

　９月24日、文化芸術を核とした地域交流拠
点施設「アートビレッジ・シラキノ」で行われた
「第１回アーティスト・イン・レジデンス（AIR）
事業」において、８月から２カ月間滞在してい
た３人の招へい作家が、期間中の創作活動や地
域との交流について、市長へ報告を行いました。
　また、報告会では期間中に制作した作品５点
の寄贈式も行われ、南有馬町の貴船神社の灯篭
を題材にした４メートルを超える作品や、アー
トビレッジ・シラキノから見える満月の夜の景
色、加津佐の前浜海岸など、本市の風景を題材
とした作品が寄贈されました。

【招へい作家「寄贈作品名」】
●興梠　優護さん　「ROOT」「ROOM」
●長嶋　由季さん　「FULL MOON SONG」
●山田　真実さん　「満ち潮」「引き潮」

招へい作家3人が
作品を寄贈

　28年前の雲仙普賢岳災害は、島原半
島に甚大な被害をもたらしました。大野
木場小学校では、９月15日をメモリア
ルデ―として、毎年、噴火災害の記憶を
語り継ぎ、防災意識を高める集会を開催
しています。今年６月には、永年の取り
組みが評価され、国土交通省から土砂災
害防止功労者表彰を受けました。

　集会では、５年生児童が事前に学習した当時の避難生活の様子や砂防
えん堤の機能などについて発表しました。また、噴火当時、同校の小学
５年生だった大山秀樹さんが、大火砕流から避難する様子や約７年間に
もわたる避難生活の状況を児童たちに話しました。
　最後には、火砕流被災を乗り越えたイチョウの木をテーマにした歌「生
きていたんだね」を全校児童で合唱し、噴火災害の記憶を語り継ぐこと
を誓いました。

噴火災害を語り継ぐ

　第19回全国障害者スポーツ大会『いきいき茨城ゆめ大会』に長崎県
選手団の一員として、本市からボウリング競技に田中 博さん、聴覚バ
レーボール競技に植松信介さんが選出されました。
　10 月１日、2人は出場を報告するため市役所を訪れました。
　田中さんは幼い頃からボウリングをしていて、ハイスコアは235点。
植松さんは昨年も全国大会に出場して準優勝という結果でした。
　今大会は10月12日から３日間にわたって茨城県で開催される予定で
したが、残念ながら台風19号の接近により開催中止となりました。
　今後の活躍を期待します。

全国障害者スポーツ大会の県代表に選出

　「第50回ジュニアオリンピック陸上競技大会」に、本市の中学生３
人が選出され、10月９日に市長へ報告するため選手の皆さんが市役所
を訪れました。
　100ｍ競技に選出された深山創希さん（加津佐中３年）は、今年開催
された全日本中学校通信陸上競技大会で10秒83を記録し、ジュニアオ
リンピックAクラスの標準記録である10秒90をクリア。砲丸投げに選
出された平石紅葉さん（南有馬中２年）は、県の代表選考会で10ｍ95
㎝を投げ、100ｍ競技と４×100ｍリレーに選出された植松康太さん
（深江中２年）は、県の代表選考会の100ｍ競技で11秒55を記録しジ
ュニアオリンピックCクラスの標準記録11秒62をクリアし、今回の出
場権を手に入れました。
　大会は、10月11日から13日にかけて神奈川県で開催される予定で
したが、台風19号の接近に伴い11日の日程のみが実施され、100ｍ競
技に出場した植松さんが11秒45の記録で見事3位入賞を果たしました。
　深山さんと平石さんの出場予定の競技は残念ながら中止となりまし
た。今後の活躍を期待します。

ジュニアオリンピック陸上競技に
３人が選出

　９月22日から３日間にわたって開催された「皇后盃 第52回全日本女
子弓道選手権大会」で、本市有家町の田中美和さんが３位入賞を果たし
ました。
　田中選手は高校から弓道を始め、現在、錬士５段の腕前。初出場とな
る前回の全国大会では予選34位と決勝に進むことができませんでしたが、
その後、日々の練習を積み重ね、見事今回の入賞となりました。
　決勝では、28ｍ先の的を10本放ち７本が命中。田中さんは「先生に
教わったことを念頭に置きながら的を狙った結果、的を射ることがで
きた」と話しました。

弓道女子、全国大会で３位の健闘


